
3年修学旅行 

一瞬を一生に。～一分一秒をも大切に～ 

 ５月２0日から22日までの2泊3日、3年生は待ちに待った九州長崎

への修学旅行を実施いたしました。この旅行を通じて、私は生徒たちの眩し

いほどの輝きと、最高学年としての確かな成長を肌で感じることができまし

た。今号は、その感動の軌跡を少しではありますがお伝えいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲しおり表紙絵          ▲しおり裏表紙絵 

1日目は、本旅行の大きな柱である「平和学習」を行いました。爆心地

での平和セレモニー。厳粛な空気の中響き渡った「ゆり中発の平和宣言」

は、実に堂々とした立派なものでした。「戦争体験者や被爆者の方々からの

平和のバトンを途切れさせることなく、未来へ繋いでいくことをここに誓

います。」各クラスでの話し合い、皆の決意が込められた各クラスの宣言

文。（裏面に掲載）生徒たちが主体となって紡ぎだした「平和への熱い思

い」は、長崎の地に、私たちの心に強く響き渡りました。その後訪れた長

崎原爆資料館では、展示や遺構を真剣なまなざしで見つめる生徒たちの姿

に、この旅の意義が深く刻まれているのを感じました。 

 

 

 

 

 (   HPは削除  ) 

 

 

  

▲平和セレモニーの様子      ▲班別自主研修「眼鏡橋」にて 

 ２日目は、小雨がしとしとと降る情緒ある天候の中、長崎市内の班別自

主研修へと出発しました。各班に渡された携帯の地図アプリを見ながら、

異国情緒溢れる街並みや歴史的建造物をめぐる表情は真剣そのもの。お昼

時には、各班思い思いの店に立ち寄り「長崎ちゃんぽん」等「美味しい

ね」と言い合いながら笑顔で囲む姿が見られました。限られたお小遣いの

中で、「どれにしたら喜んでくれるかな」と、留守を預かるご家族の顔を思

い浮かべながら、真剣にお土産を選ぶ優しい姿も印象的でした。 

 午後に予定されていたペーロン体験は、残念ながら天候の関係で中止を

余儀なくされましたが、夕方から訪れたハウステンボスでは、雨をも吹き

飛ばすほどの「最高の笑顔」が弾けました。異国の街並みを模した美しい

イルミネーションの中、仲間と肩を並べて歩く生徒たちの表情は、修学旅

行のかけがえのない一コマとして、私の心に強く焼き付いています。 

 私が何より感銘を受けたのは、夜遅くに開かれた「実行委員ミーティン

グ」での一幕です。委員の生徒たちは、その日の反省を真摯に振り返り、

スローガンにもある「一瞬を一生に。」一生の思い出になる旅行にするた

め、真剣なまなざしで意見を交わしていました。誰かに言われたから動く

のではなく、自分たちの手で最高の旅を作り上げようとする強い当事者意

識。その姿に、入学からの3年間における精神的な自立と、目覚ましい成

長を実感せずにはいられませんでした。 

 また、移動のバスの運転手さんや、お世話になった旅館・ホテルの方々

に対し、生徒たちが自然と「よろしくお願いします！」「ありがとうござい

ました！」と、心のこもった挨拶を自発的に行っていたことにも深く感心

させられました。感謝の気持ちを行動で示せるゆり中の生徒たちは、私自

慢の生徒たちです。大きな事故や体調不良者もなく、全員が元気に帰校で

きたことは、生徒一人ひとりの高い意識と、送り出してくださった保護者

の皆様の支えがあったからこそです。修学旅行という大きな行事を大成功

で収めた3年生。生徒たちが今回の旅で得た「絆」と「自信」は、今後の

学校生活、そして秋の体育大会や文化祭において、学校全体を牽引する大

きな原動力になると確信しています。最高学年が見せるこれからのさらな

る飛躍に、どうぞご期待ください。 

ゆり中発平和宣言（各クラスから） 

（1組） 当たり前の日常に感謝し、お互いの良さや個性を認め合うこと、そして1

日1日を大切に生きていくことを誓います。  

 

≪６月の行事予定≫ 

日 曜 行 事 等 講師等 給食 

1 月 ノー部活デー 子サ １・２・３ 

2 火 専門委員会  子サ １・２・３ 

3 水 全校集会 SSW・子サ １・２・３ 

4 木 PM内科健診 2 年 ノー部活デー 定時退勤日（17：30）  子サ １・２・３ 

5 金 情報モラル講演会 2次尿検査⑤ SC・子サ １・２・３ 

6 土    

7 日    

8 月 教育相談（45分×５） ノー部活デー ハニーFM  子サ １・２・３ 

9 火 教育相談（45 分×６） 定期テスト前部活停止 子サ １・２・３ 

10 水  AM歯科健診 SSW・子サ １・２・３ 

11 木 定時退勤日（17：30）2 年福祉学習講演会 子サ １・２・３ 

12 金 創立記念日  PTA 執行委員会 子サ １・２・３ 

13 土    

14 日 命を考える日   

15 月 安全点検の日 教育実習開始（～7月 3日）  子サ １・２・３ 

16 火 1学期定期考査   

17 水 1学期定期考査 SSW  

18 木 1学期定期考査   

19 金  SC・子サ １・２・３ 

20 土 三田市総体（陸上：三木防災公園）   

21 日 三田市総体（陸上：三木防災公園）   

22 月 ノー部活デー 子サ １・２・３ 

23 火 ⑥3年ゲートキーパー講座 子サ １・２・３ 

24 水  SSW・子サ １・２・３ 

25 木 眼科健診 AMPM （三田市総体出場の運動部のみ部活可） 子サ １・２・３ 

26 金   SC・子サ １・２・３ 

27 土 三田市総体   

28 日 三田市総体   

29 月 三田市総体（予備日）午前 4 時間 ノー部活デー 子サ １・２・３ 

30 火  子サ １・２・３ 

     

     
子サ：子どものサポーター    ＳＣ：スクールカウンセラー  

ＳＳＷ：スクールソーシャルワーカー  〔最終下校〕１７：３０  

≪７月の主な予定≫ １：専門委員会 ３：全校集会  

４：三田市総体（サッカー） ７～９：個人懇談  11・12：丹有総体 

14・15：個人懇談 16：学年集会 大掃除  17：終業式    

18：学校運営協議会  

三田市立ゆりのき台中学校 
「命」と「心」を大切に、 

    「一緒に」考え歩む学校 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

▲OS画伯による修学旅行体験イラスト 

（2組） 「戦争」それは、どこかの世界の遠くで起きているものではなく、世界の、

私たちの、 解決しなければならない私たち自身の問題です。その問題を解決す

るために、私たちは人と自分の違いを否定せず、みんなで認め合うことを誓いま

す。  

（3組） 私たちは平和への感謝を忘れません。いつも当たり前にあるからこそ、そ

れを決して忘れることなく大切にしていきます。そして、自分たちにできることから

一歩ずつ、争いをなくしていくことを誓います。  

（4組） 戦争のような人を苦しめる悲劇は、私たちと同じ、人の手によって生み出

されていることを絶対に忘れず、平和宣言をしている今こそ平和の証明だと思い、

平和について考え平和を願い続けることを誓います。  

（5組） 私たちは、ご飯を食べられること、ゆっくりと寝られることを当たり前だと

思わず、何事にも感謝を伝えます。そして、意見がすれ違ってしまったときには、決

して力に頼らず、相手の意見や個性を認め、相手を尊重し、話し合って解決するこ

とを誓います。  

（6組） 私たち一人ひとりにできる事は少ないですが、友達と仲良くするとか身近

なところから手を取り合うことで平和の輪を広げていけると思います。少しずつで

も多くの人が笑って過ごせる未来を迎えられる世界にするために、自分の身近な

ところから手を取り合い、思いやりの気持ちを持って生活することを誓います。  

（7組） 思いやりと個性の尊重を大切にし、平和と日常への感謝を忘れず生きて

いくことを誓います。  

2026年5月20日 兵庫県三田市立ゆりのき台中学校 35期生一同           

〇生徒の感想やエピソードから 

・班別研修では、自分たちだけでいろんなところに行くことに少し心配だっ

たけれど、地域の人たちが道を教えて下さり、「優しすぎる」と班のメンバ

ーと話しました。 

・ハウステンボスのライドがどれも迫力満点だった。特にエバンゲリオン

のライドがクオリティ高すぎでずっと悲鳴を上げてしまった。校長先生と

相乗りすることになったときはびっくりしたけど、楽しみを分かち合えて

よかった。 

・平和セレモニーや資料館を見てどれだけ悲惨だったのか、どんな歴史的背

景があったのか詳しく知ることができた。熱線や放射線がもたらしたことを

形としてみることができ心に残りました。一つの爆弾が一瞬にして命を奪っ

たと思うと心が痛みました。平和宣言は本当に意味があるなと感じ、戦争は

永遠にしてはならないと強く思いました。 

・新地中華街ですごく時間があったから、たまたま入ったお土産屋さんのお

ばあちゃんと仲良くなって、おばあちゃんの歴史の授業を受けた。 

・3日間楽しむことができたのは友達のおかげでもあると思います。心に残

ったのはハウステンボスで観覧車に乗ってきれいな夜景と花火を見ること

ができたことです。雨が降ったりお土産が重くて手が痛くなったりしたこと

も思い出の一つです。 

・この修学旅行が安全に楽しく過ごせたのは、実行委員会の人たちが考えて

くれたことが実際にできたことと、修学旅行のすべてのことに関わっていた

だいた方々のおかげなので、そのことにも感謝の気持ちを忘れません。 

・レクのクオリティが高くみんなで盛り上がって最高でした。 

・この3日間私は、本当にいろいろな経験をしました。長崎に赴いて平和に

ついて学んだこと、仲間の大切さを身をもって実感したこと、友達と笑いあ

ったこと・・・その全てがこれからの私の人生をより深めていくと思います。 

・旅行の次の日、部活の試合で長坂中としたんですが、間違えて「長崎中」

と言ってしまって、修学旅行が抜けきれてなかったです。 

・新幹線やバスの中で、お菓子を食べたりトランプをしたりしました。ババ

抜きだけはめっちゃ強かったです。 

５月24日（日）30日（土）地域ボランティア参加 

ウッディタウンフェスティバル、ひっつき虫駆除大作戦！ 
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▲ボランティア募集のチラシ     ▲地域の方と活動するゆり中生 

5月24日のウッディタウンフェスティバルに引き続いて、「あかしあ台

小校区まち協」さんからの依頼で、ゆり中生徒たちがボランティアとして

参加しました。照り付ける日差しの中、生徒たちは地域の方々と肩を並

べ、土にまみれながら懸命に手を動かしていました。作業の合間に交わさ

れる「ありがとう」「頑張っているね」という温かい言葉や笑顔は、生徒た

ちにとって何よりの励みとなり、地域の一員としての自覚を育む貴重な栄

養となったはずです。ゆり中が目指すのは、地域に愛され、地域に貢献で

きる学校です。そして地域の皆様には、生徒たちの育成にともに関わって

いただき、10年20年後この地域で大人になった生徒たちが地域を担う

中心となってほしい、そんな思いを持っています。どうか地域のみなさ

ま、今後ともゆりのき台中学校をよろしくお願いします。 

6月のゆり中 

教育相談 ８日（月）～１２日（金） 

入学、進級して２か月が経とうとしていますが、この２か月を振り返り

生活アンケートの「NiCoLi」（学期1実施）をもとに「教育相談」を実施し

ます。「教育相談」自体は短い時間ですが、アンケートをもとに生徒の皆さ

んの「心」にしっかり寄り添い、相談を進めます。また、これを機会に、

必要に応じて、学級担任を始めいろいろな先生やスクールカウンセラー、

スクールソーシャルワーカーの先生とも繋がってもらえればいいなと考え

ています。生徒の皆さん、ぜひ有意義な時間にしてください。また、保護

者の皆様には「教育相談」をご家庭での話題にしていただき、何か心配な

ことがありましたら遠慮なく担任にご相談ください。 

1学期定期考査 １６日（火）～１８日（木） 

 今学期唯一の定期考査が始まります。２・３年生の皆さんには周知のこ

とですが、国語、社会、数学、理科、英語、音楽、美術、技術・家庭、保

健体育の９教科の実施を原則とします。１年生にとっては初めての経験で

すが、テスト前１週間は学習期間として部活動も休止となります。各学年

とも、学活などで定期考査への備えを行います。生徒の皆さんには、計画

的かつ積極的に学習を進めてほしいと思います。加えて、ご家庭でのご指

導ご支援をよろしくお願いします。 

三田市総合体育大会 

＜陸上競技＞２０日（土）２１日（日） 

＜その他の競技＞２７日（土）２８日（日） 

運動部に所属する生徒の皆さんにとっては年間で最大の大会、また３年生

にとっては最後の大舞台となります。そして三田市中学校部活動として実施

される最後の総体となります。仲間と共に歯を食いしばって練習に励んでき

たことは一生の財産です。プレッシャー！？あるでしょう。そう、そのプレ

ッシャーを楽しんでください！私も大学 4 年生まで常に緊張感のある中で

試合をしてきましたが、ミスしたらどうしようではなく、自分が活躍するイ

メージを連想することで、試合に集中できました。練習はうそをつきません。

自分を信じ、仲間を信じ、最高の舞台で活躍してください。各会場で「ゆり

中魂」を発揮し躍動する各部の皆さんに心からエールを送ります。また、保

護者の皆様からも温かいご声援をお願いします。 


